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ど
の
増
加
」「
地
域
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物

の
開
発
」「
野
菜
生
産
面
積
の
増
加
」「
地
場

農
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
数
の
増
加
」

の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
「
新
た
な
農
業
技
術
を
活

用
し
た
担
い
手
の
確
保
」
と
し
て
、
耐
雪

型
の
実
験
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、新
技
術（
養

液
栽
培
な
ど
）
に
よ
る
農
作
業
環
境
を
設

備
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
新
規
就

農
者
の
冬
期
の
就
労
機
会
な
ど
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
や
販
売
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
を
養
成
し
、
高

品
質
か
つ
付
加
価
値
の
高
い
野
菜
の
栽

培
、
供
給
体
制
の
確
立
、
新
た
な
販
路
の

開
拓
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
地
域
資
源
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
し
て
、
地
域
に
存

在
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
（
も
み
殻
、
建

築
廃
材
、
間
伐
材
な
ど
）
の
収
集
、
貯
蔵
、

活
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
、
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
を
活
用
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
製
造

お
よ
び
燃
焼
試
験
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　
「
地
域
が
連
携
し
た
集
落
活
性
化
の
取

組
推
進
」
と
し
て
、
市
街
地
（
商
店
街
）

と
の
連
携
に
よ
る
買
い
物
支
援
と
直
売
野

菜
の
集
荷
や
販
売
の
支
援
、
地
域
の
食
を

生
か
し
た
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
試
験
を

■
お
問
い
合
わ
せ
は

　

政
策
調
整
課 

☎
42-

１
８
０
９

　

http://w
w
w
.e-rum

oi.jp/

　
「
農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点

の
形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
は
、
国
の
「
地
方
創
生
先
行
型
」
交
付

金
事
業
の
１
つ
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
で
す
。

　

市
内
の
農
家
人
口
、
農
家
戸
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
中
央
農
業
試
験
場
に
よ
る
と
、
平
成

37
（
２
０
２
５
）
年
に
は
市
内
の
農
家
人

人
口
減
少
・
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト口

は
75
人
、
農
家
戸
数
は
29
戸
ま
で
減
少

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
技
術
に
よ
る
付

加
価
値
の
高
い
生
産
体
制
の
確
立
と
資
源

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
掘
、
活
用
、
製

造
に
よ
る
も
の
づ
く
り
産
業
の
創
出
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
が
い
者
や
地
域
住
民
な
ど

が
参
画
し
た
農
産
加
工
品
の
開
発
を
通

じ
、
農
業
を
核
に
地
域
が
連
携
し
た
も
の

づ
く
り
環
境
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

成
果
目
標
と
し
て
、「
新
規
就
農
者
な

連
載
　
地
域
創
生
⑥

　
市
で
は
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
国
の

「
地
方
創
生
先
行
型
」
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

「
農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の
形
成

と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

留萌市

▲農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクトが目指すところ

▲農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクトの概要

農
業
を
核
と
し
た

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物

加
工
品
開
発
」
と
し
て
、
付
加
価
値
の
高

い
地
場
野
菜
を
活
用
し
た
農
産
加
工
品
の

開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
、
新
規
就
農
者
な
ど
の
冬
期
の
就
労
機

会
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

　

新
技
術
を
活
用
し
た
野
菜
栽
培
実
験
ハ

ウ
ス
は
、
閉
校
施
設
の
利
活
用
と
し
て
、

閉
校
し
た
幌
糠
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
設
置
し
ま
す
。

　

実
験
ハ
ウ
ス
は
、
幅
７
・
２
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
き
50
メ
ー
ト
ル
の
耐
雪
型
で
、
平
成

27
年
度
に
２
棟
設
置
し
、
う
ち
１
棟
の
実

験
ハ
ウ
ス
に
、
暖
房
設
備
と
し
て
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
活
用
し
た
燃
焼
装
置
を
完
備

し
ま
す
。
ま
た
、
近
畿
大
学
が
持
つ
バ
イ

オ
コ
ー
ク
ス
の
製
造
技
術
を
用
い
て
、
も

み
殻
な
ど
を
加
熱
・
加
圧
し
た
固
形
燃
料

を
製
造
し
、
燃
焼
装
置
の
燃
料
の
一
部
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

　

新
た
な
担
い
手
の
確
保

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用

閉
校
施
設
を
利
活
用

実
験
ハ
ウ
ス
を
設
置

農業人口の増加！農業人口の増加！

農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の

形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農
業
を
核
と
し
た
も
の
づ
く
り
拠
点
の

形
成
と
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

農業を核としたものづくり拠点の形成と産業創出プロジェクト

①新たな農業技術を活用した担い手の確保
　・新技術を活用した野菜栽培実験ハウスを設置
　　し、新たな担い手と新規就農者の冬期の就労
　　機会などを確保

②地域資源循環型エネルギー活用システムの構築
　・豪雪、寒冷地帯における地域のバイオマス資源
　　を活用した冬期のハウス生産と熱供給システム
　　の構築による農業への活用試験

③地域が連携した集落活性化の取組推進
　・農村集落の活性化支援

④付加価値の高い農産物加工品開発
　・地域が連携したものづくり環境の構築

先 進

農 家

新たな担い手・

新 規 就 農 者

研究機関
（近畿大学）

地 元

企 業

留 萌 市

新 技 術 活 用
実 験 ハ ウ ス

連　携
技術支援

技術支援

技術提供・
育成支援

農業への活用

・留萌地域に存在する
　バイオマス資源を活
　用したエネルギーの
　製造・燃焼試験

・野菜栽培における技術
　支援

農家人口、農家戸数
いずれも減少傾向で推移

Ｈ 12 Ｈ 17 Ｈ 22 Ｈ 37
（予測）
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新たな農業の担い手の
確保が課題

「新規就農者などの増加」

「地域資源・エネルギーなどを活用
した付加価値の高い農産物の開発」

「野菜生産面積の増加」

「地場農産物を活用した加工品数の
増加」


